
 

 © Gard AS, November 2007 

For more information please contact: Loss Prevention Manager Trygve C Nøkleby, email 
trygve.nokleby@gard.no, 

The information is provided for general information purposes only. Whilst we have taken every care to ensure the accuracy and quality 

of the information provided at the time of original publication, Gard AS can accept no responsibility in respect of any loss or damage of 

any kind whatsoever which may arise from reliance on this information. www.gard.no  

 gardyourship

 
損害防止サーキュラー No.12-07 
 
アンゴラへのトレーディング・リスクー警告的な話 
 
Gardのある船主加入メンバーが最近、アンゴラ共和国で生じた極度に高額で時間の浪費する事件を経験

した。 
 
本船は2007年の初めにLuandaで貨物の燃料油として揚げた。 
数ヶ月たち、本船は燃料油を250M/T洩らしたとして提訴された。 
本船上での調査は油が本船より漏れていないことが明らかになり、全ての調査は漏油がターミナルの過ち

であったことを示していた。 
 
本船が当該アンゴラへの寄航する契約の終わる頃、本船は拿捕され、油濁に対するクレームがアンゴラ当

局により申立てられた。 
最初に、クレームされた金額は数百万米ドルであった。 
この数字は後に減額されるが、しかし、金額はまだ相当額であった。どちらの数字に対しても正当な根拠

は示されなかった。 
 
SecurityがClub Letter of Undertakingの書式で提供された。 
この書式は広く全世界で承認され、使用されているものである。これは拒絶された。 
その後、銀行保証の提供も拒絶された。様々な政治工作も取りつつ、港長にとのミーティングが行われた

が、securityの書式とwordingへの同意は、何ら要求が変更されることなく、不可能であることがわかった、 
 
最後に、事実は本船の過ちや責任でないのにもかかわらず、先に進めるための唯一の方法はクレームの

示談としてこれを論議することであるとの見方がなされた。 
更なる交渉の結果、申立て金額を支払い、署名した示談書とすることで結末となった。これによる支払い

がなされ、受領されてすぐに本船は拿捕をとかれた。 
 
交渉は数週間にわたった。妥当かつ適切な支払い保証をGardが行うことを条件として、本船の拘束を解

除するとする命令をアンゴラ裁判所に対して申請する考え方もあった。 
前述の助言に従い、この選択肢はとらなかった。 
Gardにはこうした状況が将来おきうる可能性がないと言える理由はない。 
組合員にその旨をお知らせする。 
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